
Q
　
市
内
中
小
企
業
の
現

状
と
課
題
は
ど
う
か
。

A
市
長　

副
市
長
が
昨
年

赴
任
以
来
、
事
業
所
を

訪
問
す
る
と
い
う
活
動
を
始

め
、
副
市
長
と
経
済
環
境
部

長
と
３
人
で
、
60
カ
所
ぐ
ら

い
回
っ
て
い
ま
す
。

　

働
く
皆
さ
ん
の
姿
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
非
常
に
苦

し
い
中
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
な
と
い
う
思
い
を

強
く
し
ま
し
た
。
現
場
を
回

り
、
個
別
の
問
題
を
お
聞
き

し
、
地
域
の
中
小
企
業
に
役

に
立
つ
政
策
を
作
っ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

A
副
市
長　

地
元
の
企
業

が
市
外
に
流
出
す
る
こ

と
な
く
、
元
気
に
成
長
す
る

よ
う
、
ま
た
、
新
規
企
業
の

創
業
も
増
加
し
、
雇
用
が
確

保
さ
れ
、
住
民
の
所
得
も
向

上
し
、
消
費
も
増
加
を
し
て

い
く
と
い
っ
た
、
地
域
経
済

の
好
循
環
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
市
は
来
年
度
よ

り
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
と
い
う
手
法
を
取
り

入
れ
、
中
小
企
業
支
援
策
を

展
開
し
ま
す
。
こ
の
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
は
、

山
武
市
の
経
済
圏
を
畑
や
庭

に
、
そ
し
て
、
市
内
の
中
小

企
業
を
作
物
や
植
物
に
見
立

て
ま
し
て
、
さ
ら
に
、
産
学

公
民
金
と
い
っ
た
地
域
の
人

的
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、

中
小
企
業
を
み
ん
な
で
育
て

て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み

で
す
。
ト
ッ
プ
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
お
聞
き
し
た
課
題
や
要
望

を
踏
ま
え
、
中
小
企
業
が
成

長
し
て
い
く
環
境
整
備
を
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

Q
　
民
間
活
力
を
高
め
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域

の
開
業
率
を
引
き
上
げ
、
雇

用
を
生
み
出
し
、
産
業
の
新

陳
代
謝
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
法
人
税
の

増
収
や
雇
用
の
確
保
に
つ
な

が
る
機
と
捉
え
て
、
産
業
競

争
力
強
化
法
の
創
業
支
援
に

つ
い
て
の
取
組
み
は
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

産
業

競
争
力
強
化
法
は
、
昨

年
の
12
月
４
日
に
成
立
し
、

今
年
の
１
月
20
日
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
市
区
町
村
が
創

業
の
支
援
事
業
者
と
連
携
を

し
、
創
業
支
援
を
行
い
、
開

業
率
の
向
上
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
、
雇
用
の
確
保
を
目

指
し
て
い
く
も
の
で
す
。
内

容
を
精
査
し
、
今
後
、
積
極

的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
消
費
税
増
税
に
伴
い
、

弱
い
立
場
に
あ
る
取
引

先
に
、
消
費
税
率
引
き
上
げ

分
を
負
担
さ
せ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
の
「
取
引
先
い
じ

め
防
止
対
策
事
業
」
の
中
に
、

商
工
会
の
相
談
窓
口
の
設
置

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
し

っ
か
り
と
取
り
組
み
、
情
報

発
信
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

A
経
済
環
境
部
長　

市
の

商
工
会
で
は
、
平
成
26

年
度
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
で
す
の
で
、
市

も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
を
し
て
い
き
ま
す
。

Q
　
臨
時
福
祉
給
付
金
及

び
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
の
対
象
人
数
と
周

知
方
法
に
つ
い
て

A
保
健
福
祉
部
長　

臨
時

福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

は
、
対
象
者
は
１
万
５
千
人

を
見
込
ん
で
お
り
、
加
算
金

の
対
象
者
は
７
千
５
百
人
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
は
、
支
給
対
象
者
を

３
千
人
程
度
、
対
象
児
童
を

４
千
８
０
０
人
程
度
を
見
込

ん
で
、
予
算
化
を
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
周
知
に
つ
い
て
は
、

２
月
20
日
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
掲
示
し
ま
す
。
そ
の
他
、

広
報
や
ポ
ス
タ
ー
等
を
掲
示

し
て
、
周
知
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
個
人
へ
の
通
知
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

効
率

的
な
方
法
を
、
現
在
検

討
し
て
い
ま
す
。

Q
　
国
の
平
成
26
年
度
予

算
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
経

済
再
生
・
デ
フ
レ
脱
却
と
財

政
健
全
化
を
あ
わ
せ
て
目
指

す
予
算
、
社
会
保
障
・
税
一

体
改
革
を
実
現
す
る
最
初
の

予
算
と
示
さ
れ
て
い
る
。
特

に
総
務
省
、
国
土
交
通
省
、

ま
た
経
済
産
業
省
に
お
い
て

も
、
命
を
守
る
、
被
災
地
復

興
な
ど
の
文
言
が
予
算
案
の

概
要
に
書
か
れ
て
い
る
。
国

の
示
し
た
事
業
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
市
の
ニ
ー
ズ
と

マ
ッ
チ
さ
せ
て
い
く
の
か
、

大
変
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
認
定
こ
ど
も
園
法
の
改

正
が
示
さ
れ
た
中
で
、
今
後

の
進
捗
と
問
題
点
は
ど
う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

今
後

の
取
り
組
み
は
、
ニ
ー

ズ
調
査
が
終
了
し
、
第
２
回

の
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に

て
結
果
の
概
要
を
示
し
、
意

見
を
求
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

市
町
村
レ
ベ
ル
の
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
は
、
い
ろ
い
ろ

な
意
見
が
出
て
お
り
、
来
年

度
の
計
画
書
に
反
映
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
　
国
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
、
５
歳
児
を
対
象

に
段
階
的
に
幼
児
教
育
の
無

償
化
を
行
う
。
市
に
お
け
る

対
象
人
数
と
金
額
は
ど
う
か
。

A
保
健
福
祉
部
長　

対
象

者
は
21
件
で
す
。
金
額

は
、
現
時
点
の
試
算
で
、
34

万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

Q
　
昨
年
12
月
に
、
消
防

団
を
中
核
と
し
た
地
域

防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す

る
法
律
、
消
防
団
支
援
法
が

成
立
し
た
。
団
員
の
報
償
金

等
の
改
正
が
あ
り
、
市
は
既
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国
の
補
正
予
算

に
つ
い
て

平
成
26
年
度
の

国
の
施
策
に
つ

い
て
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